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「不確実性」を観光の脈略で問い直す意義

土井 清美

 共同研究 � 観光における不確実性の再定位（2021－2023年度）

観光ならではの不確実性
　近年、欧米を中心にさまざまなテーマにおいてリスク・不
確実性研究が急拡大している。その背景にある今日的な特徴
として、地球温暖化や放射性物質による健康被害、パンデミ
ックなど地球規模でみられる予測不能で壊滅的な被害をもた
らしうる事態が本質的に科学技術の進展によってもたらされ
ており、さらにそうした不測の事態を制御し管理するシステ
ムや組織設計が科学技術によって下支えされているという議
論（市野澤 2014）が一定の説得力をもっているからである。
　このような脈絡において、観光は不確実な事態の両義性を
検討するうえできわめて好適な素材といえる。なぜなら、よ
く知られているように、観光は科学技術を含む近代化（イン
フラ整備、労働と余暇の創出、グローバル化）と不可分に発
展してきた現象であり、また、観光の時空間で生じるリスク
や不確実性が時に業界や旅行者にとっての資源となってきた
からだ。たとえば、訪問地に関する旅行者の知識は当然のこ
とながら大幅に限定されている。観光産業はだから、これま
でヒルトンやシャングリ・ラなど国際ブランドのホテルをグ
ローバルに展開することによって、不慣れな土地において生
じうる健康や治安等の不安を減じ、そこでのネガティブな印

象を払拭するサービスを提供してきた。
　こうしたことから、観光における不確実性に関する研究の
多くは、それを忌避・縮減せねばならないという観光業界お
よび旅行者の一般的な観点を前提としてなされてきた。これ
に対して私たちの共同研究が対象とするのは、不確実な状況
を排除すべき問題とするのではなく、飼い馴らし、時に畏れ
と共に対話する観光実践である。これまでの観光研究におけ
る不確実性がつねに「主体が状況判断し制御すること」によ
って対処する位置づけであったとすれば、本研究における「不
確実性」とは、むしろ交渉したり受け止めたりする観光実践
であり、そうした観点から新たな観光研究への理論的展望を
拓くことを目指す。
　あわせて本研究では、「観光」とよぶ範囲を、たとえばビ
ザを取得したり、空港のゲートを通ったりする旅行移動の過
程、食を味わうことといった移動を含む多様な行為の集合体
として捉え直す。そのうえで、近代特有の社会現象や常に更
新される社会現象として分析されがちな観光の様式において
通底するものも含めて明らかにしていきたい。

既往研究における「不確実性」の位置づけ
　観光に関するリスク・不確実性を扱った研究を眺めると、
個人による意思決定から国家による観光政策まで、扱われる
対象範囲は広いが、そこで展開される考察はリスク管理の技
術とそれに回収されえない個人の認識や実践との間に生じる
ズレの洗い出しが主であり、理論的研究はまだ少ない。ゆえ
に何が「不確実性」と名指されるのか、大きな二極の理論的
隔たりが解消されることなく数多くの各論が展開してきたと
言 わ ざ る を 得 な い。す で に ウィ リ ア ム ズ と バ ラー シュ

（Williams and Baláž 2015）によって指摘されているよ
うに、その二極とは、観光におけるリスク・不確実性を実証
的なものと捉えるアプローチと構成主義的なものと捉えるア
プローチである。前者においては、人間の知性や認識する力
は有限であり、リスクや不確実性というものは客体化されう
るという前提で議論がなされており、そこで焦点があてられ
る「不確実性」とは、宿泊地の隣人の騒音、食中毒、悪天候、
津波、暴動のほかグローバルな経済危機、軍事介入、地震な
どである。後者は、たとえば新奇性を求める個人旅行者はパ
ッケージツアー参加者が考える健康や治安リスクをリスクと
は捉えないなど、人によってどうしてそれが不確実な現象な

外国人観光客に人気のある、スワヤンプナート寺院
（2021年、カトマンズのタメル地区、渡部瑞希撮影）。
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のか理解に苦しむ事象を文脈依存的な不確実性として焦点化
する。
　上記のような何を「不確実なもの」と扱うかの差異は、主
体と客体の輪郭が明示される議論においては当然のごとく噴
出する認識論的差異といってよいだろう。別の言い方をする
と、不確実な事態を客観的な事実とする場合、不確実な事態
はそれを認識する側から独立にあって「認識される側」にあ
るということになる。そして不確実な事態を社会的に構成さ
れたものとする場合、不確実な事態は「認識する側」におか
れるということである。

不確実性が立ち現れる、不確実性と対話する
　観光は現代の社会状況が先鋭的に反映される実践であると
同時に、巡礼や儀礼といったある種の世界観を基底にもつ現
象でもある。10人から成る共同研究メンバーのなかには、
観光現象を問題関心の中心に据えて取り組んできたメンバー
だけでなく、賭博や宗教的実践を軸に研究を進めてきた研究
者もおり、「観光」と「不確実」を、近年の観光研究では顧
みられなくなった古典的な議論と接点を持ちながら議論を深
めるうえで有意義となるであろう。第1回目の研究会を終え
た現在、共同研究のメンバーが扱うトピックは、野生動物を
見物するツーリズムの現場でお目当ての動物種を発見できる
かどうかという問題や、災害遺構を観光資源化する際、将来
いつ発生するかわからないが再び必ず起こるであろう災害と
どう向き合いながら保存するかという問題、訪日観光ビザの
申請から発行までに関与する機関や人びとなど、地域も研究
対象も多様である。だが、メンバーで共有しうる問題関心は、
行為遂行的に立ち現れる予測不可能であったり、手探りした

りする時間的・空間的不確実性にあることが明らかになった。
それらは言い換えるなら、少なくとも不確実性を輪郭が明瞭
な客体化されうるもの、あるいは言説や表象を通じて「社会」
や「文化」といった観念体系の同一性のもと共有される認識
対象（たとえば Douglas and Wildavsky 1982など）で
はなく、関与したり経験するただなかでかたちづくられ、立
ち現れ、対話することになる予測不可能な時間性や世界観で
ある。

今後の見通し
　本研究で期待される成果は3つある。第一に、不確実性は
忌避・縮減されねばならないという一般的な観点に抗して、
飼い馴らし、ときに畏れとともに対話する観光実践を、事例
に即して理解するための記述分析のフレームを提供すること
である。第二に、近代特有の社会現象とみなされる観光にお
ける、不確実性の普遍的側面を明らかにすることで、人間中
心主義的な自然改変の行き過ぎを問う近年の人類学的議論へ
と接続することを目指すことである。第三に、against から
with へ、不確実性に向き合う態度を転回することにより、
安定・安全＝良い観光という常識を揺さぶり、19世紀から
拡大を続けてきた観光産業の存在意義を問い直すことである。
　共同研究会のメンバーは、上述した前提あるいは研究会全
体の方向性を都度確認しあい、事例を示しつつ、理論的枠組
みを明瞭にする。初年度は2回の研究会を行う。すでに開催
された第1回目の研究会では、観光における不確実性のレビ
ューと本研究会の方向性の確認、それらを踏まえた各メンバ
ーの問題関心について議論した。次回は「不確実性」の問い
方を再度検討し、議論の出発点を共有するほか、旅行移動と
滞在を焦点とした不確実性をめぐる事例検討を素材に、より
広範なトピックに適用しうる理論的考察を行う。
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